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災害ごみの対応について

（１）平時の備えと発災時の対応

 平時 発災時

①近隣市町・関係団体との
協力体制の構築

②災害ごみ仮置場候補地の
調査・選定

③職員研修の実施
etc…

①災害廃棄物対策チームの
設置

②災害ごみ仮置場の開設及び
運営管理

③生活ごみの処理
etc…
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災害ごみの対応について

（２）本市の取組

 ①災害基本協定の締結

⇒災害廃棄物等の適正・迅速な撤去～処分を目的とする。
（民間法人2社、（一社）滋賀県産業資源循環協会）

 
 ②災害時等の相互支援協定の締結

⇒災害時における一般廃棄物（家庭ごみ等）の収集 

運搬体制の維持を目的とする。

（家庭ごみ収集運搬委託業者、滋賀県環境整備事業協同組合）
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災害ごみの対応について

（２）本市の取組

 ③災害ごみ仮置場候補地の調査

⇒市内の仮置場候補地について調査を進めている。

 ④災害ごみ仮置場の開設・運営に必要な備品等の備蓄

⇒仮置場の早期開設のため、市が運営するごみ処理施設
４カ所に分散して備蓄している。
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災害ごみの対応について

（２）本市の取組

 ⑤地域ブロック協議会への参画

⇒大規模災害時廃棄物対策
近畿・中部ブロック協議会

構成員：各府県・政令市・中核市等
・災害発生時の対応や相互支援等についての意見交換
・発災直後を想定した机上訓練や仮置場の設置～運営
を想定した実地訓練
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災害ごみの対応について

（３）課題と対応

 ①職員研修及び庁内向けマニュアルの整備
 

災害ごみの処理や分別等に関する知識の不足
市民への案内や仮置場運営等に悪影響
災害ごみ処理の遅延・不法投棄の増加

 ②災害ごみ仮置場候補地の調査継続

③災害発生に備えた仮置場運営訓練（県域での取組）
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災害廃棄物の仮置場とは

・自治体が災害廃棄物を集積、保管、処理するため一時的に設置・管理する場所。

・廃棄物の種類ごとに分別して配置する。

出典：平成30年度大規模災害時における中国四国ブロックでの広域的な災害廃棄物対策に関
する調査検討業務 報告書（平成31年３月 環境省中国四国地方環境事務所）
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災害廃棄物の仮置場とは

出典：災害廃棄物対策フォトチャンネル
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災害廃棄物仮置場の運営訓練

【目的】

災害時に市町職員が迅速な災害廃棄物対応が可能となることを目的として、

（一社）滋賀県産業資源循環協会と連携し、机上訓練及び模擬訓練を実施。

【参加者】

滋賀県、県内市町・一部事務組合、県協定締結団体、

環境省近畿地方環境事務所

【開催日】

令和４年11月9日（水） 10:00～16:00

【場所】

机上訓練実施場所:滋賀県危機管理センター大会議室

模擬訓練実施場所：大津港業務用地

過去の訓練概要



Lake Biwa

Otsu City 14

災害廃棄物仮置場の運営訓練

午後に設置運営する仮置場について、レイアウト、必要資材、人員配置、車

両のルートなどについて、班ごとに検討。
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災害廃棄物仮置場の運営訓練

資材の配置、人員の配置、仕切りのロープの設置等を実施。
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災害廃棄物仮置場の運営訓練

搬入車の受付訓練を実施。

【確認ポイント（例）】

・混廃にならないように、しっかり分別する必要がある。

・受付をスムーズに行わないと渋滞ができてしまう。



Lake Biwa

Otsu City 17

災害廃棄物仮置場設置運営の手引き

訓練における仮置場の設置・運営手順の疑似体験を通じて、把握した課題等を踏まえつつ、初動時、

特に重要とされる一次仮置場の設置・運営手順について検討し、速やかな一次仮置場の開設ができ

るよう、「災害廃棄物一次仮置場設置運営の手引き」の策定を進めてまいります。
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災害廃棄物（し尿）について

断水、下水道、浄化槽の損傷

能登半島地震発災当初は奥能登で断水が深刻な状況。

⇒断水すると水洗トイレは使えず、多量の仮設トイレが必要となる。

出典：石川県災害対策本部員会議資料
（第21回、令和６年１月14日）



Lake Biwa

Otsu City 19

災害廃棄物（し尿）について

家屋被害が甚大となり、避難所が多数開設された。

⇒避難所の仮設トイレの汲み取りが急務となる。

出典：石川県災害対策本部員会議資料
（第８回、令和６年１月４日）

能登町避難所の仮設トイレの状況

避難所の開設
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災害廃棄物（し尿）について

し尿処理の基本的な流れ

発災時のし尿処理の流れ

発災時は通常のし尿、浄化槽汚泥の汲み取りに加え、避難所等の仮設トイレのし

尿の汲み取りや浄化槽汚泥の緊急汲み取りなども加わる。

⇒一連の処理の中で、収集運搬体制の確保、収集運搬の実施に着目して、相互

支援により円滑に処理を実施する体制を整備するための手引きが作成されてい

ます。
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災害廃棄物（し尿）について
手引きの目的・対象範囲等

目的 し尿等の収集運搬における災害時の円滑な情報共有、役割分担、支援

調整等を行うため、災害時に想定される課題や対応事項を整理

利用主体 市町、一部事務組合及び県の廃棄物担当職員

災害の規模 中～大規模災害（被害が複数市町におよぶ規模以上）

対象業務 発災時のし尿等の収集運搬

・通常の汲み取りの継続

・浄化槽汚泥および便槽の緊急汲み取り

・仮設トイレの汲み取り

対象期間 発災から数週間程度（し尿等の収集運搬体制を確保するまで）

環境省近畿地方環境事務所 「府県及び市町村等の災害廃棄物処理における実効性確保に
向けた事業」として実施。
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相互支援により円滑に処理を実施する体制
を整備するための手引きについて

前提条件

発災時の体制整備のため、地域防災計画、業務継続計画、災害廃棄物処理計画等を策定済。

また、滋賀県では発災時のし尿等を含む一般廃棄物の収集運搬等について協定を締結済。

計画等名称 内容

地域防災計画 災害の予防、応急対策、復旧・復興の方針、体制の確立等

業務継続計画（BCP） 非常時優先業務の整理、体制の確保

災害廃棄物処理計画 災害廃棄物の適正かつ迅速な処理に関する基本的事項

滋賀県災害廃棄物広域
処理業務マニュアル

災害廃棄物に関する各業務の流れを明記

協定名 締結先 締結日

災害および感染症発生時における
一般廃棄物の収集運搬等の支援
に関する協定

滋賀県環境整備事業
協同組合

令和 3年 1 月 18 日

湖北清掃事業協同組合
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相互支援により円滑に処理を実施する体制
を整備するための手引きについて
課題の全体像

分類 課題

共通事項 ・通信網の途絶
・情報共有
・業務分担
・収集運搬車両の確保
・燃料の確保
・緊急車両の登録

浄化槽・便槽の緊急
汲み取り

・被災浄化槽・便槽の収集等
・体制整備・情報管理
・減免措置等の対応

仮設トイレの汲み取り ・収集運搬車両の確保
・部局・関係者間連携

その他※ ・し尿処理施設の稼働停止時の対応
・広域処理での費用負担
・下水道被災時の対応

※本手引きの対象範囲外
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【重要】事前に整理・決定すべき事項

発災時に円滑に収集運搬を実施するために事前に決定しておくべき事項を整理

①平時のし尿等収集に関する基礎情報の整理

②保有資機材等の情報共有

③連絡体制・指揮命令系統の決定

④被害情報等の共有方針の決定

⑤汲み取りの優先順位の検討

⑥手数料減免や補助の対応方針検討

⑦仮設トイレ利用に関する住民広報

相互支援により円滑に処理を実施する体制
を整備するための手引きについて
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相互支援により円滑に処理を実施する体制
を整備するための手引きについて

平時のし尿等収集に関する基礎情報の整理

災害時のし尿等の収集に係る対応を検討するにあたり、基本的事項として平

時の収集体制や既存の計画等を確認し、整理する必要がある。

＜平時のし尿等収集に関する基礎情報＞

・市町および一部事務組合の事務分掌

・市町の庁内関係部局の事務分掌

・平時のし尿等の汲み取り量

・し尿収集車両（車種・保有台数、余力）、人員

・仮設トイレ（汲み取り式）の備蓄数

・協定先の仮設トイレ（汲み取り式）の保有数、支援可能数

・災害時のトイレ確保に関する対応方針（簡易トイレ、マンホールトイレ、汲み取り式のトイレ等）
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相互支援により円滑に処理を実施する体制
を整備するための手引きについて

保有資機材等の情報共有

し尿等の収集運搬に関わる各主体の保有資機材等を平時から関係者間で情報

共有する。

〇市町

・災害用トイレの種類・備蓄数

・避難所での仮設トイレ設置数の想定

〇民間事業者

・仮設トイレの保有数

・収集運搬車両の車種・台数

・災害時に市町に支援可能な数量
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災害用トイレについて

（１）備蓄している災害用トイレ

種類 備蓄数 主な備蓄場所

携帯トイレ 吸水シート型 ７２，０００枚 小学校防災倉庫

簡易トイレ 組立て式型 ６７８基 小学校防災倉庫

仮設トイレ

貯留型 ８７基 小学校防災倉庫

マンホール型 ４０基 皇子山球場防災倉庫
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災害用トイレについて

（２）災害用トイレの特徴

①携帯トイレ
・既設トイレに装着する便袋
・吸水シートや凝固剤で排泄物を
安定化させる

・一般可燃ごみとして処分
・能登半島地震でも活躍
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災害用トイレについて

（２）災害用トイレの特徴

②簡易トイレ
・組み立て、持ち運びが簡単
・携帯トイレを装着して使用
・個室やテント等で使用
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災害用トイレについて

（２）災害用トイレの特徴

③仮設トイレ
・個室として確保
・多目的トイレとして活用
・貯留型ではくみ取りが必要
（携帯トイレの装着で対応も可）
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災害用トイレの確保について

（３）課題と対応

①健康被害の抑制
・感染症まん延（Ｏ－１５７、ノロウイルス等）

⇒ 清潔保持、手指消毒

・体調不良（脱水症状、エコノミー症候群等）

⇒ トイレの我慢のための食事抑制の防止
⇒ 安心して使えるトイレ（清潔保持、臭い対策）
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災害用トイレの確保について

（３）課題と対応

②プライバシーの確保
・使用区分の明確化

⇒ 男性用、女性用、多目的用

・安全対策
⇒ 夜間照明、転倒防止
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災害用トイレの確保について

（３）課題と対応

③市民への周知、啓発
・携帯トイレの備蓄の必要性

⇒ １人あたり３５回分（５回／日×７日分）

・携帯トイレの使用方法
⇒ 使用の模擬体験
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災害用トイレの確保について

（４）今後の予定

①携帯トイレの備蓄
・購入計画 ⇒ ５，０００枚／年

②仮設トイレの備蓄
・購入計画 ⇒ ５基／年
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住民への広報について
仮設トイレ利用に関する住民広報

災害時には限られた人員で仮設トイレ等の管理、し尿の収集運搬を行わなければならず、ト

ラブルを防ぐために具体的な利用方法の張り紙をするなどの住民広報が必要。

能登町避難所のトイレ注意書き珠洲市避難所のトイレトレー
ラーの注意書き
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災害発生時のトイレについて

（１）想定される事態

車両・人員の不足、仮設トイレ設置状況の情報共有ができず収集が遅れる。

（２）対応事項

①仮設トイレの設置

②仮設トイレの設置場所・基数等を関係者に情報共有

③収集対象・量を把握し、通常の体制での対応可否を判断

④支援要請（通常の体制で対応が困難な場合）

⑤支援調整、支援主体の決定

⑥収集運搬計画の作成

⑦仮設トイレのし尿収集

仮設トイレの汲み取り

発災時における仮設トイレの汲み取りの初動対応について、体系的に整理。
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災害発生時のし尿収集運搬計画
収集運搬計画の作成

発災時の収集運搬計画の作成について、体系的に整理。

（１）必要車両台数の計算

し尿等の収集運搬に関する入手可能な情報をもとに、必要車両台数を計算する。

・通常の汲み取りの継続

・浄化槽汚泥および便槽の緊急汲み取り、仮設トイレの汲み取り 

（２）回収ルート・割り当て表の作成

地図上で回収ルートを整理。車両・事業者の割り当て表を相談の上、作成する。

（留意事項）

・他地域の支援者は土地勘が無いため、収集しやすい地区割などを考慮。

・避難所の詳細情報を入手する際は、避難所管理者等と連携する。

・緊急汲み取りや避難所の汲み取りなど、優先順位を考慮する。

・汲み取り実績や、避難者数を確認しながら、随時、車両台数等の見直しを行う。
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災害発生時のし尿収集運搬体制

今後について

相互支援により円滑に処理を実施する体制を整備するための手引きを参
考に、地域の実情にあわせた避難所等の災害トイレの適正な利用と、市域
のし尿収集運搬体制が整備できるよう取り組む。

災害時におけるし尿等の迅速な収集運搬体制を整え、住民の生活環境を

保全する。

業界団体や収集運搬事業者等とも調整を行い、発災時の実効性が確保

できる内容にすることが重要である。
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